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援 で ヰ 鐙 8，500Jj月号をかけたゴミ処滋の新鋭機である

山
州
中
間
い
痛
打
曙
乎
壱
熊
袋
持

川
酬
し
司
に
か
ぶ
り
、
援
に
万
揖
メ
1
進、

M

E

一

4
3
4ま
げ
て
悠
然
と
警
告
簿
登
宮
中
選
守
内
務
部
会
則
論
震
と
な
っ
た
@

仰
い
い
…
揖
い
て
ゆ
一
〈
長
身
白
老
紳
士
当
時
は
尋
ら
町
村
め
ぐ
り
を
し
、
早
塚
ム

山

川

島

d

が
泰
也
。
行
き
交
う
市
民
は
資
馬
町
人
の
合
併
、
閉
山
間
施
行
の
指
曜
に
警

似

畏

一

日

a

か
つ
て
の
市
長
さ
ん
と
は
誰
た
。
間
九
年
県
米
議
題
長
(
潟
在
自
企
叫

州
抽
出
…
も
知
ら
な
い
。

ζ

の
人
が
、
庁
)
輯
右
翼
雫
霊
童
事
務
者

側

郵

i
d
一
市
民
に
と
っ
て
一
摺
喜
品
購
田
兼
務
と
昔
、
費
し
た
許
り
一
議
室

川
村
原
‘
震
だ
っ
た
終
戦
前
後
五
自
由
議
醤
長
官
珂
し
た
。
+
八
年
一
月
、

州

艇

深

山

荒

柔

道

庁

舎

一

一

織

の

年

平

塚

裏

白

書

〈

謀

議

会

事

川

平

，
A
1
4

み
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
ぞ
貴
べ
選
出
し
た
〉
で
時
の
遊
藤
妨
害
花
強
〈
奨
、

量
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
命
が
つ
き
よ
さ
し
て
い
る
の
で
は
、
九
一
事
に
一
一
一
帯
か
ら
一
Z

一
一
語
輯
川

esi--

な
が
ら
、
市
の
再
警
護
ら
れ
て
市
長
記
差
。
知
事
六
町
十
一
容

器
ゴ
ミ
襲
。
平
塚
も
例
外
で
は
あ
り
と
て
も
さ
撃
に
は
勝
て
ま
芝
。
き
と
に
な
り
ま
す
e

川

し

た

役

宮

市

長

警

護

主

主

で

わ

た

重

庁

生

著

書

て

平

警

護

世
せ
ん
。
室
員
一
…
一
十
突
、
作
雲
市
で
括
和
四
十
γ
は
年
度
か
ら
一
一
一
か
と
の
よ
言
葉
工
事
等
、
マ
附
雪
。
意
義
の
日
か
ら
一
一
土
卒
、
内
司
君
事
選
閣
で
有
名
な
ほ
ど
石

六
十
一
五
、
い
窓
会
力
を
あ
げ
て
ゴ
年
事
業
で
、
空
建
国
櫨
八
千
吾
ル
チ
サ
イ
ク
ロ
義
援
装
置
や
誘
引
海
側
査
と
繁
栄
む
な
か
に
理
一
え
語
制
四
十
周
争
が
は
げ
し
く
、
折
か

r委
」

い

主

主
戦
っ
て
い
ま
す
。
方
向
主
け
て
「
豪
華
機
械
炉
」
嵐
機
な
ど
の
機
構
が
め
ま
ぐ
る
し
ゐ
川
ま
識
に
、
芸
毎
回
人
襲
支
を
紹
壊
で
市
襲
警
察
寄
れ
た
が
、
塾

也
子
、

ζ
と
郡
山
ヰ
聞
の
ゴ
ミ
四
目
撃
の
の
建
司
棋
に
)
着
手
し
ま
し
た
が
、

ζ
と
し
い
て
弓
慶
や
誹
ガ
ス
の
ハ
舎
を
な
く
し
川
升
し
よ
う
。
諌
時
代
の
顔
な
じ
み
が
多
か
っ
た
の
で
容

品

市

愛

認

で

み

ま

し

ょ

う

。

い

ず

れ

も

安

定

完

成

し

茎

主

要

川

獲

さ

ん

は

葉

県

下

の

山

奥

田

霊

的

も

や

そ

み

ん

な

正

〈

協

力

し

て

く

れ

た

。

一
日
平
均
の
援
で
す
a

新
し
い
電
八
時
一
問
主
主
由
話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
一
、
ま
富
山
五
入
兄
妹
の
吉
一
翼
と
し
て
生
れ
た
二
十
ぞ
れ
も
害
士
一
一
十
年
長
田
無
雲

間
十
一
一
翠
度
一

O
五
六
ナ
ぎ
を
焼
く
能
力
ゐ
相
持
ち
、
問
先
日
特
捜
一
ニ
淫
に
は
ど
の
く
ら
い
義
か
か
か
る
自
制
披
露
由
農
村
で
は
、
尋
常
小
学
校
内
警
の
菜
市
内
の
八
+
需
品
議
、
請
の
一
諮

問
十
四
年
度
一
一
回
・

2
誌

で

作

業

す

れ

ば

、

書

量

買

で

し

ょ

う

か

。

間

金

枝

)

を

串

業

す

れ

ば

よ

い

等

、

高

等

主

主

主

に

終

戦

。

貴

糧

不

足

量

型
車
度
一
一
石
・

5
十
ナ
ま
で
処
理
で
き
る
毒
機
で
す
a

収
襲
撃
の
場
合
、
一
ナ
あ
た
り
衣
川
金
枝
(
現
在
白
星
存
会
は
霊
軍
門
だ
き
人
心
室
路
、
革
命
前
夜
白
、

四
十
{
一
ハ
年
度
一
五
回
e

一一一三
ζ

焼
却
遣
は
す
べ
て
機
械
化
草
、
千
戸
百
二
十
七
問
、
事
埋
め
立
て
の
削
れ
た
一
著
書
醇
ら
れ
て
い
た
。
小
学
校
う
な
雲
|
愛
児
全
部
(
一
一
一
名
)
量

と

し

一

室

で

〉

襲

警

も

安

全

E

清
潔
で
、
パ
イ
煙
場
合
設
一
致
え
高
か
か
り
ま
す
a

側
室
業
し
た
が
、
造
も
無
い
か
ら
縄
言
語
り
、
藁
は
襲
、
一
二
男
は
戦
死
、
タ

務
が
ふ
え
る
だ
け
で
な
く
、
あ
き
や
バ
イ
麗
は
聾
襲
撃
除
去
喜
な
〈
い
ず
れ
も
施
設
の
建
設
費
暴
い
た
酬
な
れ
と
い
ゑ
白
重
量
訟
い
か
ず
、
し
て
自
宅
装
勢
、
全
焼
と
い
主
な
か
で
一
、

y
や
伍
づ
め
の
あ
青
色
、
犠
気
製
品
の
ど
、
た
く
さ
ん
の
特
長
者
も
っ
て
い
ま
も
白
で
す
)
。
昭
和
四
十
六
年
度
自
決
川
農
業
白
手
伝
い
号
す

z

;

ふ
一
-
一

:?eiZee--
悶
品
川
紹
由
す
之
、
ィ
z

残

示

、

以

前

に

は

燃

棋

と

し

て

肇

す

。

算

で

は

、

総

額

約

一

一

摺

古

学

奇

草

川

る

償

義

は

友

君

…

畿

畿

議

援

機

繁

務

懇

…

章

受

携

え

、

守

主
義
寝
泊
廃
材
、
よ
Y
事

の

建

物

は

で

一

一

階

盟

主

主

、

ゴ

ミ

収

量

れ

て

い

妻

。

川

襲

撃

借

り

き

…

畿

襲

撃

機

畿

議

鱗

ヤ

ト

ル

盤

で

宮

窪

た
ぐ
い
ま
で
が
、
霊
場
へ
集
中
し
ま
霊
は
一
一
階
に
説
着
し
て
喜
一
官
す
き
て
新
し
い
捕
善
説
者
始
め
附
ジ
プ
む
下
で
撃
し
…
警
審
議
場
試
選
十
比
と
一
段
差

Y2

7

@

ま

せ

て

か

ら

一

階

白

ピ

ッ

ト

と

呼

ば

れ

る

と

、

燃

え

る

ま

と

燃

え

な

い

ゴ

ミ

州

た

a

理

事

費

…

機

一

，

vZ
錫
鵠
奔
走
し
た
!
家
族
山

菜
、
宗
主
雪
崩
芥
に
し
て
る
容
易
ヘ
ゴ
ミ
を
落
と
し
ま
す
。

ζ

書
館
お
段
階
で
は
っ
き
ゑ
議
す
る
川
接
さ
れ
た
母
親
訂
…
鱗
総

4

人

審

議

紙

ヌ

カ

に

カ

ボ

チ

γ
m

も
、
以
前
は
畜
産
関
市
開
へ
向
け
ら
れ
て
の
ピ
ッ
ト
は
銭
関
式
で
、
常
に
鯉
燃
用
必
要
が
あ
り
ま
す
e

川
川
計
ら
い
で
、
十
六
歳
…
機
務
機
瀦
緩
綴
錦
織
鱗
機
織
畿
税
ス
イ
ト
Y
号
す
す
一

い
ま
し
た
が
、
業
者
に
と
っ
て
ま
だ
魅
盗
討
を
強
力
に
吸
い
込
ん
で
い
る
め
品
の
た
め
、
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
(
ピ
仰
白
震
を
出
て
事
…
鶴
警
護
襲
撃
緩
譲

j

で
い
て
も
何
も
容

力
は
雲
も
む
の
、
人
件
費
や
ト
一
y
y
で
、
ゴ
ミ
ゃ
に
お
い
託
部
議
選

Y
Zな
お
燃
え
な
い
小
さ
な
ゴ
ミ
州
裁
判
所
霊
重
量

!
-
e
4
i
e
S
A
-
-
i
喜

多

マ

壱

c品

ク
調
理
錦
町
諸
経
費
が
か
さ
ん
で
、
つ
い
り
ま
せ
ん
。
の
一
寄
れ
物
)
壱
順
次
繋
縛
し
て
い
き
ま
川
は
住
、
ふ
ぺ
裁
判
所
白
受
付
誌
を
し
な
が
ら
ず
。
間
性
白
人
が
銃
亭
議
て
で
も
市
長
村

克
辛
縦
割
」
の
ほ
う
へ
素
向
い
て
そ
の
あ
と
、
滴
震
が
ク
レ
ー
ン
で
っ
て
現
在
白
と
善
、
東
海
道
線
露
州
苦
学
し
て
県
議
室
護
宮
沢
長
ゃ
っ
た
と
い
う
。
壬
自
主
導
主
恥

し
ま
い
、
貴
注
な
ど
の
大
口
罰
芥
ま
で
か
み
と
ら
れ
て
、
ホ
ッ
パ
ー
と
い
う
婦
に
一
↑
+
凶
コ
、
八
開
通
り
か
ら
豊
田
遊
山
川
教
持
白
資
格
-
T
樽
た
。
ご
十
一
語
の
一
時
高
崎
ず
孫
の
代
ま
で
市
長
に
な
ど
な
る
も
白
引

が
持
ち
乙
ま
れ
ま
す
。
か
ら
炉
の
中
へ
と
一
送
り
込
ま
れ
ま
す
。
の
開
に
十
一
一
コ
配
置
お
れ
て
い
ま
す
が
川
に
出
て
小
学
校
準
教
島
由
鵠
ち
殺
学
で
尋
常
な
い
、
「
身
犯
し
み
た
と
い
う
二
一
十
一

ず
エ
チ
レ
y
事
め
と
す
高h
化
学
炉
の
前
半
分
は
震
予
j
力
と
い
杢
年
度
ま
で
犯
は
全
市
執
に
わ
た
っ
川
小
学
正
教
員
試
験
に
合
格
、
小
学
校
劉
ま
~
竿
一
月
、
占
類
軍
の
八
議
室
署
長

物
質
は
、
高
温
壱
発
し
て
幌
却
炉
宇
錆

q
て
、
炉
焼
の
熱
事
剰
周
し
た
階
段
式
て
ニ
コ
壱
常
置
す
あ
計
留
で
す
む
ダ
ス
仰
な
っ
た
が
二
で
の
年
程
付
さ
れ
る
皆
、
議
文
官
ん
じ
て
退
任
し
た
が
、
羽
暗
証
職
金
吾
憲
一
A
な
h

め
、
有
毒
ガ
ス
を
出
し
ま
す
。
の
特
抹
な
機
棋
で
ゴ
ミ
奇
か
き
ま
わ
し
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
一
宇
繍
K
よ
っ
て
、
作
業
川
試
験
受
験
む
た
め
た
っ
た
一
五
月
で
辞
職
、
っ
た
。
解
除
は
な
る
ま
で
会
社
勤
め

amム

混
在
の
問
却
炉
は
而
田
和
一
一
一
十
八
年
に
て
十
分
に
乾
操
を
し
、
燃
え
日
開
く
す
G
A
M

員
も
従
来
由
一
4
J
l
ム
一
一
一
人
が
二
人
で
制
前
橋
署
の
綾
部
補
#
じ
ふ
し
て
い
る
宮
町
九
の
家
に
一
年
勲
沼
等
瑞
宝
筆
、
四
千
六
年
国
選
協
五

誉

れ

、

語

最

先

端

室

長

舗

で

装

置

で

丈

高

み

ま

す

。

川

妻

、

一

一

ヵ

月

間

み

っ

ち

り

議

警

警

支

一

部

長

と

な

り

今

日

長

ぷ

。

山

害

毒

し
た
が
、
年
散
の
経
遍
と
作
正
午
物
質
の
最
後
由
燃
焼
炉
は
、
か
ぎ
な
ら
し
装
今
月
は
「
埠
続
焼
却
機
械
炉
」
の
と
制
し
て
兄
弟
で
文
官
試
験
を
受
け
た
。
受
験
者
物
採
集
が
趣
味
で
シ
ダ
類
的
蒐
集
は
有
名
e

替
湯
と
ゴ
ミ
そ
の
も
む
の
非
常
な
増
加
震
が
あ
っ
て
、
ゴ
ミ
の
終
号
均
一
に
し
紹
介
を
中
心
花
ゴ
ミ
問
題
脅
か
い
つ
ま
間
千
六
一
白
名
中
台
時
唱
者
一
一
百
二
十
名
、
兄
弟
凱
平
塚
揖
く
告
の
会
畏
で
、
四
十
揖
以
し
古

の
た
め
、
今
や
そ
の
機
能
は
殴
界
に
き
て
関
税
到
摂
を
高
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

g

削
っ
て
合
唱
し
た
が
模
原
窓
ん
は
一
一
一
番
め
と
い
員
約
百
名
。
月
一
回
四
ポ
を
部
会
史
跡
阜

で
い
る
と
い
え
ま
す
e

お
り
、
従
来
由
炉
で
は
ゴ
ミ
の
藍
色
二
市
民
白
み
な
さ
ん
の
ど
理
解
と
ど
協
制
う
俊
秀
な
民
鏑
で
事
ろ
に
群
馬
県
属
に
任
命
勧
」
ヨ
る
抵
か
、
一
日
一
万
揖
を
揖
き
、
昨

ゴ
ミ
は
ふ
↑
喜
一
品
一
方
、
親
却
炉
は
静
五
吟
か
ら
=
一
(
U品川
V

近
く
も
出
て
い
た
灰
力
壱
お
額
い
し
ま
す
，
川
山
吉
れ
内
務
訟
に
勤
務
。
時
に
一
一
十
五
議
。
読
醤
一
一
一
眠
。
夫
人
令

t
tは
結
婚
豆
半
伸

仰
と
こ
ろ
が
多
年
目
疲
れ
か
ら
一
病
気
と
な
り
犯
な
る
が
喧
嘩
を
し
た
乙
と
が
な
い
。
品

川
号
車
り
休
職
霊
、
大
正
一
一
一
結
露
し
て
震
は
長
男
夫
妻
議
こ
へ
草
委

州
制
緩
郡
書
記
、
月
棒
二
十
八
円
だ
っ
た
。
勧
は
罫
五
人
。
簿
社
編
設
な
小
出
品
岬
議
ズ
恥

山
間
築
士
を
で
シ
イ
占
ケ
致
培
、
紅
マ
ス
聾
璃
、
市
政
へ
の
帯
襲
。
八
十
四
歳
。
曽
祖
各

州
議
鶏
、
機
鵡
り
な
ど
の
担
伊
唱
を
し
た
が
、
出
抗
議
ま
で
生
ぎ
た
と
い
う
長
需
の
欽
高
。

川
議
は
薦
で
治
り
が
貯
。
小
学
四
年
盆
が
お
祭
所
は
平
車
市
立
野
町
七
i
m同

山
山
む
で
日
本
撃
を
ゆ
い
蔀
務
官
し
て
い
る
の
官
惣
・
広
報
そ
ニ
タ
i
)

um 
問
視
壊
し
て
一
驚
い
た
む
い
う
。
一
一
産
指
ど
で
一
神

間
接
川
県
花
転
出
し
た
部
長
に
ひ
か
れ
て
神
謀

M
M川
県
庁
内
務
部
記
勤
務
、
昭
和
三
年
間
相
十
一

、
_L，. 

一
司
、

ご

み

収

集

は

平

常

ど

お

り

開
明
月
一
日
市
中
古
は
情
制
施
戸
行
M
W

し
か
し
、
ど
み
収
集
は
早
常
ど
お
と
も
行
立
っ
て
い
草
す
。
担
問
撞
い

毎
年
目
ζ
と
で
す
か
り
実
施
し
協
か
す
し
、
間
定
量
産
課
税
の
立
い
辛
う

Ket--e

世
堀
田
奪
三
塁
一
沼
(
日
〉



月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
と
ー
な
り
ま
し

た
。
拍
わ
び
レ
ま
す
。

期
間
中
は
、
土
・
自
躍
呂
で
も
平
日

ど
お
の
縦
覧
で
き
ま
す
a

盟
縫
積
場
所
・
市
民
ホ
i
ん

盟
問
時
議
で
費
る
人
・
①
一
本
人
枯
よ
ぴ
同

居
白
勢
援
で
あ
る
ζ
と
が
確
認
で
亨
る

自
動
車
速
転
免
許
註
、
身
分
甑
融
問
欝
、

マ
会
場
・
平
域
市
民
セ
ン
』
?
ホ
を
う
つ
女
」

!

ル

巴

の

ほ

か

主

要

作

品

芯

「

わ

れ

マ
講
師
・
六
日
健
一
口
問
汁
四
日
田
町
四
ち
青
春
め
進
上
に
で
」
、
「
す
ム

イ
作
品
~
媛
県
児
住
ま
る
。
京
パ
人
の
情
」
{
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
」

晶
子
仏
寸
〈
科
卒
採
。
閉
山
和
一
一
一
十
一
一
一
年
な
ど
。

第
四
十
九
白
押
印
川
賞
受
賞
。
主
な

緩

一

一

土

窃

溶

章
一
一
と
後
生
向
闘

は

パ

立

家

午

翼

民

間
躍

Z

、

~

消

6

}

玖

エ

ン

時

、

g

m
一
向
諮
問

3
エ

お

日

告

ら

時
=
一
[
毎
一
一
、
配

5
=
潜

く

桜

田

1
z
下

徐

椙

引

山

小
一
宮
諮
問

引
z

h

滋
ホ
時
鱗

時

一

欄

生

:

昨
日
中
羽
金
談

金
一
弘
明
穏

中

山

U

臨
添

木

一

:

止

{

立
一
木
裁

選

一

獲

消

毎

戸

沼

繍

どなたもお気軽に…どなたもお気軽に
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を

争
初
年
度
俸
給
月
額
三
万
円
(
衣
・
食
・
住
っ
き
)

φ
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

φ
問
い
合
わ
せ
・
自
衛
隊
平
塚
事
務
所

帯
用

O
間
六
一
ニ
剛
山
六
一
六

O

一
一
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
夜
で
五
百
関
市
議
卦
磁
日
間
金
が
関
僚
主
れ
市
塙
員
伊
舗
装
山
間
の

一
部
致
記
、
人
事
院
勧
告
犯
と
も
な
う
市
職
員
の
給
与
故
蕊
、
一
一
月
橋
正
予
算
な
ど
十
八
議
案
壱
審

議
、
市
税
革
問
問
の
一
部
を
設
記
す
る
条
例
亭
縁
者
、

C
E
O十
七
議
案
吾
可
決
し
た
.昨

年
は
、
防
治
四
年
花
戸
籍
制
度
第
五
化
、
相
銃
花
必
婆
な
ζ

と
は

が
創
設
さ
れ
て
か
ら
官
周
年
登
場
え
一
相
続
人
は
だ
れ
か
と
い
う
と
と
だ
が

た

。

相

続

人

は

戸

籍

で

切

ら

か

で

あ

る

。

日
本
白
戸
籍
制
度
は
世
界
に
そ
の
と
の
よ
う
花
戸
籍
は
大
き
h
y必
笥

類
を
み
な
い
す
ぐ
れ
た
制
度
と
し
て

E乏
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
国

評
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
己
む
機
会
に

Rhr戸
籍
白
届
け
を
怠
ら
ぬ
費
制
か

戸
籍
白
役
割
り
を
考
え
て
み
た
い
。
ら
戸
籍
制
度
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

第
一
花
、
戸
籍
は
日
宜
慰
問
院
の
鹿
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
市
民
課
め

籍
巻
註
厨
す
る
も
む
で
あ
る
.
態
口
に
出
銭
・
結
婚
・
死
亡
な
ど

第
一
夜
、
年
…
齢
規
制
で
あ
司
令
例
の
扇
け
を
さ
れ
る
。
そ
れ
K
よ
り
円

え
は
二
十
歳
に
な
れ
ば
選
挙
措
が
あ
臼
変
動
し
て
い
く
市
民
白
身
分
弱
帰

る
が
、
と
の
年
齢
の
君
め
て
は
、
戸
号
、
刻
々
と
ち
え
て
、
記
録
し
て
い

籍
が
あ
っ
て
は
じ
め
で
で
き
る
ζ
と
〈
の
が
戸
籍
で
あ
る
。
と
の
ζ
と
は

で

あ

る

。

一

朝

一

夕

で

で

き

た

も

の

で

な

く

、

第
三
花
、
名
前
の
規
制
で
奉
唱
。
百
年
間
白
積
み
重
ね
で
睦
還
ま
れ
た

例
え
ば
奪
借
り
る
と
き
、
甲
と
い
も
の
で
中
宮
田
だ
。

勺
急
前
で
借
用
語
を
書
宮
、
翌
臼
か
百
年
目
撞
γ
ゅ
の
争
Q

戸
籍
制
度
ぞ

ら
乙
K
名
前
在
家
文
、
裁
判
吾
起
ζ

市
民
枠
密
を
骨
昌
た
め
、
と
れ
か
ら

さ
れ
光
ら
乙
だ
一
と
主
議
す
れ
ば
慎
訴
も
大
事
に
育
て
な
り
れ
ば
な
与
な
い

は
免
れ
話
。

ζ
の
よ
ろ
な
ζ
と

は

、

×

×

戸
籍
が
あ
っ
て
名
前
の
規
制
が
あ
る
一
斉
十
六
臼
介
私
は
「
な
で
し
ζ

か
ら
ζ
そ
ふ
せ
げ
高
る
だ
凶
が
は
ら
一
老
母
よ
り
」
次
の
よ
ろ
な

第
四
民
、
煩
娼
も
議
隔
も
役
討
に
輩
、
曹
を
い
た
だ
い
た
。

屈
け
る
。
雷
場
必
ど
i

あ
り
得
な
い
。
「
市
長
横
に
一
寸
(
ち
ょ
っ
と
)

日欝響機綴織機燃機鯨?機織機鱗欝議議官主主 itZ君

主主:霊 1iET苓五五壬
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。
む
と
し
で
十
九
鴎
品
数
百
品
。
恒
例
の
新
年
婦
人
的
つ
ど
い
は
も
書
A
V

一
月
一
一
十
八
日
(
金
口
、
平
塚
市

0

0
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ん
を
満
席
に
し
て
一
約
一
千
六
百
人
目
掃
人
が
あ
つ
ま
り
、
ま
ず
、
甲
壇
市
款
の
大
合
唱
。

O

で
講
を
あ
け
た
。

ζ
の
目
。
7
1マ
P
七
十
年
代
号
生
き
る
白
木
人
と
し
て
、
社
余
人
と
し
て
む
資
質
を

0

0
高
め
、
逮
帯
意
識
令
探
め
て
い
こ
う
d

壱
合
言
葉
に
、
つ
ど
い
は
、
各
界
泊
四
月
入
団
体
代
表
六
購
入
に
よ

0

0
る
A
録
入
自
主
張
V
が
発
援
さ
れ
、
事
加
し
た
婦
人
た
ち
り
心
に
平
副
え
た
。
つ
づ
い
て
、
私
思
惑
子
思
議

0

0
格
頭
部
間
義
的
地
主
暗
黒
字
さ
ん
の
議
議
「
一
社
会
記
佼
立
つ
人
間
教
育
」
を
熱
心
に
品
開
い
た
@
午
後
は
、
乙
京

0

0
毒
装
工
コ
!
な
♂
五
つ
り
グ
ル
ー
プ

5
3
1一
ブ
ス
妻
、
平
事

7
7
y
J研
究
会

0

0
由
民
勝
、
浜
醤
・
み
な
と
第
人
一
品
花
、
よ
る
誇
時
、
琵
鐸
な
ど
一
録
向
を
こ
ら
し
た
素
人
と
は
お
も
一
え
な
い
立

0

0
開
な
長
期
務
授
が
行
な
わ
れ
、
掃
人
に
と
q
て
有
葱
議
な
一
臼
を
過
ど
し
た
。
本
持
で
は
、
務
代
掃
人
の

0

0
4苧
え
て
い
る
手
己
ど
一
も
い
う
べ
き
、
掃
人
由
主
義
を
収
録
、
要
約
掲
議
し
た
@
。

つ

金
子
ジ
間
引
O
作
⑤
嵐
呂
場
二
四
件
喧
ニ
T
D他
国
二
仲
と
な

の
露

母
抽
出
っ
て
い
る

濁
溜
察
内
の
け
が
で
は
、
①

A

一
陵
へ
の
熔
設
約
六
件
②

捌

E

風
呂
場
回
附
件
窃
窓
ガ
-
ブ
ス
昭
一
件
ゅ
の
ど
に
物
会

立
費
っ
か
え
た
一
一
一
一
件
⑤
仕
事
中
の
ミ
v
y
y
m
w
ふ
た
に
頭

市
代
亭
符
っ
こ
し
乞
得
、
そ
白
州
国
立
び
件
と
な
っ
て
い
る
。

詩
か
ら
一
諺
た
こ
ど
も
は
神
識
か
ら
白
授
か
り
も
む
室
市
外
の
ヤ
ケ
ド
で
は
、
@
タ
キ
火
三

O件
、
②
花

戸
、
い
わ
れ
て
き
た
。
即
時
か
神
秘
的
な
小
き
な
尊
い
火
一
一
一

O件
。
室
外
白
け
が

σは
、
①
ハ
チ
に
主
主
れ

生
命
の
認
壁
各
家
族
そ
ろ
っ
て
喜
び
迎
冬
ゑ
雌
溺
は
た
七
一
件
、
②
タ
高
事
故
白
八
件
③
安
全
力
ミ

y
p

私
た
ち
り
親
白
だ
れ
も
が
経
験
す
岳
、
も
の
で
あ
る
a

一
一
一
八
伶
③
一
政
?
で
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
辞
い
て
い
て
コ
一

そ
し
て
一
億
や
が
な
局
長
吾
一
額
い
た
が
ら
、
と
ど
も
一
ニ
件
③
自
に
ご
み
が
入
っ
て
一
一
一
三
件
⑤
犬
に
か
ま
れ

中
お
佼
総
花
変
わ
っ
て
い
え

ζ
由
佳
品
信
一
過
穣
た
持
“
一
七
件
、
そ
白
偽
六
一
一
体
で
申
告
令

M
L
担
い
で
、
一
度
、
私
た
ち
担
と
な
白
ち
ょ
っ
と
し
以
上
り
ょ
う
K
、
私
た
ち
の
身
白
ま
わ
り
に
は
一

た
ポ
筏
議
や
崎
断
か
ら
、
滋
い
剖
け
な
い
事
故
の
諮
つ
ま
ち
が
え
ば
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
危
険
な
事
故

き
た
と
語
、
母
親
と
い
で
捷
糧
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
が
待
ち
伏
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
し
痔
滋
認
し
た
@

〈
な
吾
@
と
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
な
い
よ
吉
、
母
と
ど
も
た
ち
が
危
い
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
自
分

惑
や
お
と
な
の
冒
と
一
人
間
的
な
愛
媛
由
ゆ
き
と
ど
い
拍
手
一
で
は
な
い
か
ら
、
私
の
讃
任
で
は
な
い
か
ら
乏

た
環
揖
白
も
と
に
、
日
常
生
活
む
中
白
危
換
に
対
す
盟
申
唆
が
す
こ
と
な
く
、
ど
白
子
も
月
分
自
宇
と
同
じ

る
注
還
と
心
構
え
吾
、
由
同
然
に
教
え
唱
と
己
と
が
大
ょ
う
K
注
意
忍
号
え
、
受
け
た
こ
ど
も
や
犠
も
そ
の

切

だ

@

行

為

に

対

し

て

感

謝

白

気

持

ち

を

持

て

る

よ

う

な

人

と
の
ほ
ど
、
平
域
市
内
的
公
立
幼
稚
踏
の
さ
く
ら
間
社
会
、
人
間
総
係
が
そ
ζ
ζ
C
K
空
ま
れ
背
つ
よ

。
ば
り
な
ど
六
幼
稚
践
の
父
内
月
中
呂
田
人
に
ア
ジ
ケ
i

《
極
た
ち
は
相
出
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
@

上
官
接
出
し
で
も

ιぃ
、
次
位
ζ
μ
添
わ
か
っ
た
@
吋
安
全
に
つ
い
て
」
「
危
険
防
止
バ
花
つ
い
て
も

塗
内
の
干
ケ
ド
で
は
、
①
単
な
る
ヤ
ケ
万
八
O
件
も
っ
と
前
向
き
田
賢
勢
で
、
静
寂
庭
の
共
必
の
諮
問
端

③
マ
ホ

i
r
y五
八
骨
骨
ヤ
カ

y
四
窓
枠
@
ア
ィ
ロ
と
し
て
い
つ
も
忠
れ
で
は
な
ら
な
い
と
岡
地
否
。

も
発
足
し
、
包
年
一
也
、
合
同
考
察
会
を
開
催
し

て
い
る
号
昨
年
九
片
に
は
「
食
品
公
許
」
啓
一
7
1
マ

花
、
第
一
二
回
合
同
対
話
盤
/
会
も
問
仰
い
た
。

異
体
的
な
開
緩
と
し
て
、
ハ
ム
、
〈
ん
せ
い
な
ど

薬
品
券
使
っ
て
矩
日
m
即
製
す
る
場
合
め
容
は
?
製

造
月
日
の
み
で
な
く
、
国
司
行
門
付
白
白
市
町
市
も
ほ
し
い

努
」
ろ
も
私
た
ち
自
身
の
ま
わ
り
に
は
恐
し
い
公
ま
た
、
環
を
宏
表
ー
な
ど
の
穣
度
信
州
刊
一
き
る
D

1

危
設
な
商
品
、
う
そ
つ
き
一
食
門
晶
、
そ
し
て
経
符
か
、
午
乳
や
し
ょ
う
恥
閣
の
~
成
γ

討
が
す
り
か
え
ら
れ
る

J

不
祝
な
ど
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
品
開
閉
が
出
現
し
て
と
い
う
が
?
健
按
の
純
度
、
演
同
市
部
代
議
の
不
安
な

い
る
。
間
じ
よ
う
な
親
問
や
端
み
を
も
っ
た
有
志
四
円
了
砲
し
か
し
ち
な
っ
と
く
白
い
く
解
答
品
」
雪
む
ζ

方
々
が
、
各
公
民
館
防
相
釘
た
あ
っ
去
っ
て
」
ハ
理
部
に
と
は
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
@

出
恐
君
公
局
的
日
比
発
足
し
た
白
が
平
塚
市
り
集
活
学
校
今
日
間
は
物
価
高
と
、
ゴ
ミ
問
緩
げ
鳴
か
る
過
剰
包

の
弓
し
ま
り
で
あ
る
。
袈
に
よ
る
公
一
百
ぶ
せ
な
く
す
た
め
、
地
域
の
他
国
体
と

年
信
学
校
C
7
1
マ
と
い
う
由
は
、
年
雲
市
闘
な
も
話
し
合
い
の
明
容
も
っ
て
地
域
主
み
で
真
剣
に

ど
た
で
ず
、
壬
の
持
、
そ
白
場
で
一
起
き
た
続
制
点
や
考
え
渡
し
、
特
有
一
い
の
仲
持
活
の
姿
勢
与
改
め
て
い
き

間
関
組
事
節
時
取
り
ト
布
、
ぞ
れ
壱
小
持
活
、
住
援
者
た
い
e

行
政
、
学
識
経
験
者
と
私
た
ち
主
薄
が
あ
つ
ま
っ
て
み
な
さ
ん
ノ
苧
話
学
授
は
だ
れ
の
も
の
で
も
あ

一
人
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
ycれ
ぞ
れ
の
立
湯
り
ま
せ
ん
。
家
法
的
主
婦
自
身
が
?
で
の
生
務
4
A吋つ

で
話
し
合
い
、
理
解
し
合
い
、
由
労
も
含
め
み
ん
な
で
、
と
り
時
代
を
翁
く
注
意
ぬ
い
て
い
か
な
け
れ
ば

が
よ
り
よ
り
仲
持
活
が
で
き
、
し
あ
わ
せ
を
追
求
す
る
な
り
ま
ぜ
ん
。

額
い
か
月
生
ま
れ
た
も
の
で
、
吉
よ
い
社
会
に
し
ぜ

J

凸
、
あ
な
た
の
地
域
の
呪
翠
r
授
に
参
加
し
て

て
い
〈
た
め
の
ヰ
高
去
ぜ
也
坦
弱
ど
い
え
活
。
ぎ
て
よ
り
よ
い
明
日
の
た
め
に
、
牛
沼
町
字
校
現
副
酬
を
す
す

平
塚
市
に
は
、
み
な
と
に
続
い
て
各
公
民
鍔
乙
と
に
め
ま
し
ょ
う
。

願
次
、
生
務
挙
校
が
生
ま
れ
、
務
組
十
一
一
夜
あ
る
e

昭
和
臨
十
一
一
悪
化
は
も
平
塚
世
間
枠
落
学
校
漆
路
由

昨
年
+
一
月
、
出
…
曜
日
い
P
T
A銅
山
唱
者
探
附
明
治
で
の
数
奇
が
ぷ
き
れ
な
け
れ
ば
、
教
育
の
成
果
は
あ
が

東
京
教
育
大
教
授
白
平
沢
知
生
田
「
P
T
Aの
望
ま
ら
な
い
と
い
う
。

し
い
あ
り
カ
」
と
い
う
議
偶
宅
一
路
い
て
改
め
て
F
T

悶
斗
六
年
度
む
崇
醤
家
庭
教
荷
学
棋
で
は
、
次
の

A
の
あ
り
方
花
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
考
え
芦
ぶ
せ
ら
れ
よ
う
な
力

y
キ
ュ
ラ
ム
で
実
施
し
た
@

た
。
戦
後
二
十
全
年
、

P
T
Aに
対
す
る
マ
ス
コ
ミ
一
つ
、
母
校
白
俊
樹
り
、
緊
滋
む
佼
説
り
を
、
日
間

白
批
判
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
現
在
神
奈
川
県
下
だ
け
る
。

で
も
、
小
中
学
校
P
T
Aは
約
六
十
一
一
つ
、
こ
ど
も
の
性
格
形
成
、
体
の
雪
嘩
と
母
廉

万
、
高
校

P
T
Aは
約
十
万
と
い
管
理
、
日
常
生
活
に
お
け
る
し
つ
け
、
読
書
噛
滋
を

う
、
大
与
な
団
体
、
と
な
っ
て
い
ど
う
一
す
る
か
α

男
立
の
性
蚕
議
自
ち
が
い
「
ぞ
白
調

る。

410

一
一
↑
吋
か
ら
回
ナ
代
、
あ
奇
い
は
一
一
一
つ
、
交
通
事
故
の
ま
綴
を
知
り
、
努
設
か
ら
身

笠
ム
代
と
年
令
の
一
一
志
は
あ
っ
て
も
、
品
」
~
す
〈
》
た
め
に
ど
う
す
る
か
な
ど
、
金
一
一
工
品
川
閣
の

と
ど
も
を
選
ん
だ
烹
名
と
い
う
共
臼
湾
で
学
習
し
た
・

ζ
の
謹
忍
殺
意
誌
は
、
講
部

遠
心
開
制
い
を
も
っ
て
今
凶
弘
通
勤
し
の
話
し
を
き
く
「
う
け
た
ま
わ
り
学
親
一
で
は
な
く

て
い
る
の
が
P
T
Aだ
。
伺
々
が
意
見
号
也
、
へ
、
発
涙
す
る
と
い
っ
た
グ
ル
ー

し
か
し
現
代
で
は
、
経
孫
六
回
だ
ブ
討
議
形
式
で
行
な
わ
れ
た
た
め
、
ひ
と
り
ひ
と
り

白
待
費
文
明
な
ど
と
い
う
た
め
か
、
が
持
っ
て
い
る
溺
遜
事
考
古
凡
合
い
、
諮
し
合
う
こ
と

学
校
行
事
に
も
P
T
A有
事
に
も
金
が
で
き
、
「
事
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
、
う
れ

員
白
書
加
が
た
い
へ
ん
少
な
く
な
っ
し
い
一
一
百
葉
が
留
か
れ
た
。

で
き
て
い
る
。
会
問
し
選
潔
オ
る
も

P
T
A全
員
は
今
ζ
そ、

P
T
A本
来
の
目
的
や

の
の
一
番
の
悩
み
が
入
品
つ
め
と
い
性
格
壱
見
つ
め
な
お
し
、
新
た
な
前
迭
を
す
る
必
要

う
状
態
な
の
だ
学
校
教
育
'
家
庭
が
る
る
。
す
ぱ
わ
ち
、

P
T
Aは、

F
と
T
が
共
同

教
奇
・
社
会
技
常
、

ζ
白
一
一
一
者
一
位
向
γ
薄
壱
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
学
校
教
青
壱
理
解

し
、
協
力
一
す
る
飴
時
で
あ
り
、
校
外
生
怒
り
抱
誌
や

費
同
教
育
的
環
境
家
警
言
論
障
で
も
雪
。

日
目
引
私
た
ち
は
、
と
の
白
日
間
吾
も
っ
た
P
T
Aの
一
員

円
械
と
し
て
由
誇
り
と
自
信
吾
も
つ
で
、
騒
い
母
裁
と
な

市
が
る
革
、
が
ん
ば
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

う
と
由
裕
美
は
、
昨
年
「
婦
人
間
凶
器
活
動
の
五
買
の
む
か
」
と
い
う
冗
章
一
な
議
溺
ー
で
は
、
「
投
金
に
、
お

た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
平
捕
連
(
平
塚
市
蹄
〈
れ
な
い
た
め
に
」
「
人
佐
観
の
確
立
む
た
め
に
」

人
望
遠
続
税
警
)
で
実
施
し
た
ア

y
ヶ
ー
の
「
閣
の
広
い
蓄
を
芝
つ
け
た
い
」
な
ど
台
市

結
果
し
乍
中
心
応
、
認
す
こ
と
に
す
る
。
混
在
の
荒
婦
が
、
圧
的
叫
別
で
あ
る
。

住
め
会
員
数
は
、
埼
入
金
六
時
住
で
、
約
九
=
日
市
T

己
れ
ら
の
解
答
か
ら
、
現
在
。
掃
へ
か
か
な
り
高

人
e

い
知
識
ふ
求
め
て
い
る
ζ
と
が
わ
か
っ
た
@
し
た
が

嬬
人
A
M
加
入
状
況
は
、
京
市
に
か
つ
て
、
今
後
の
婦
人
余
白
い
き
万
を
一
つ
と
し
て
も

ぎ
り
ず
、
令
限
平
均
で
は
一
百
八
よ
り
五
実
し
た
学
習
活
動
公
演
践
す
る
と
と
だ
と
思

婦
、
県
平
均
六
・
四
喝
さ
儲
く
年
々
っ
た
。
ち
な
み
に
、
学
調
内
容
の
ア
Y
ケ
i
ト
巷
み

減
少
の
鵠
向
に
あ
G
と
い
う
e

と
れ
る
と
「
生
活
白
舟
運
侶
」
「
届
出
演
と
安
全
」
‘
「
家

は
一
体
、
ど
こ
に
原
図
が
あ
る

D

混
同
白
人
一
喝
聡
係
」
な
ど
が
、
多
く
希
望
さ
れ
て
い

か

。

る

。

調
査
に
よ
芯
と
、
会
員
減
少
の
成
次
〕
仏
、
鶏
段
に
つ
い
て
は
、
「
照
行
」
「
ζ
ん
談

邸
の
川
崎
も
六
事
&
も
の
に
、
「
役
員
会
」
「
白
描
」
「
観
劇
)
が
、
ま
た
佳
落
に
う
る

賦
販
掘
の
集
合
で
仁
し
い
か
ら
」
ど
ね
た
い
」
ど
り
嬰
求
も
多
く
で
で
き
i

九。

い
ろ
誉
却
が
あ
品
。
で
は
「
掃
入
会
ぞ
一
の
内
容
か
ら
、
棄
宣
言
、
従
来
り
何

陀
入
っ
た
勲
織
や
理
由
」
で
は
去
か
や
ら
き
れ
る
八
(
宗
ら
、
向
分
た
ち
で
向
か
や
る
会

所
白
人
が
入
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
花
、
移
り
変
っ
て
い
〈
者
勢
が
、
す
で
花
見
え
て
い

う
。
い
わ
ゆ
る
議
運
車
部
多
く
、
こ
る
@

れ
で
は
金
活
動
志
位
識
に
注
ら
ぎ
る
事
hv
先
住
が
、
「
捧
人
会
は
私
た
ち
り
生
露
出
削
学

巷
得
な
い
。
授
だ
」
と
い
っ
た
。
私
も
ま
っ
た
く
同
感
だ
。

そ

こ

で

寸

硝

入

金

持

活

動

に

何

全

議

私

た

ち

は

、

ま

早嬬連代費

内海良子さん

きみ霊掠
えε室雪 -̂-ー占

で吉佳人
はん縮図-
品 、カヨ部人

塁突歪注2
5露関z
.をるとか

、のにり
択でじか
む、 lま F弘、
にな出家
売かて疑

主主審弓
み!感 E韮

る



八
構
小
学
校
由
東
側
に
趨
設
中
だ
っ

た
策
部
学
校
給
食
持
問
調
理
瀦
が
町
議

し
、
沼
月
か
ら
市
内
十
八
mw
小
学
世
田

う
豆
綬
(
富
士
馬
八
時
崎
中
原
、

豊
田
、
神
的
、
構
内
の
帯
小
)
約
六
千

五
百
人
町
結
貴
壱
始
め
る
@

と
白
描
食
謂
国
鑓
は
、
栄
接
指
摺
噂
セ

y
b
m
!を
併
設
し
、
一
円
国
一
一
刀
貴
の
謂

理
能
力
壱
も
つ
瀦
設
で
、
調
潔
室
内
は

品
調
崩
で
も
め
ず
ら
し
い
蓋

E
Y一イ
シ

ス
テ
ム
』
巷
採
用
し
て
拍
り
、
時
生
高
官

翠
固
に
十
分
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
，

建
物
は
、
銑
筋
コ
ジ
ク
5
1ト
一
部

一
一
鱈
建
て
で
、
一
隠
は
は
謁
理
室
、
下

ど
し
ら
え
襲
、
責
務
・
金
目
白
携
帯
宗
一
、

議

豪

、

大

雪

凍

議

圏

第

あ

る
@一

一
驚
は
、
管
理
察
議
所
と
栄
養
指
現
場

セ
ジ
タ
ー
が
あ
む
、
セ

yh出
1
内
に
は

研
棒
笠
務
設
け
ら
れ
、
学
校
給
食
事
選

ち
て
P
T
Aな
ど
一
壱
対
諌
夜
、
地
域
へ

白
調
理
常
盤
抱
議
が
行
な
わ
れ
る
e

，F

食
話
檎
需
品
之
輔
選

、

一

の

翼

智

縫

噂

を

す

品
部
醐
開
ι

翻
種
世
、
ガ
ー
レ
〉
H
V
、
檎
蜜
機
輔
類
が
を
な
わ
っ
て
い
る

く 食 面 灘 署 護 保 管 機 >::~~議官主??窓辺諸京芸
意〉をもすh 癌小学按[こ現送蜜から送品。
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J
q

つ

ラ

時

る

帯

き

も
で
鰭
る

が

∞

あ

朝

羽

選

一能的
骨

時

措

似

一

関

で

抽

自

議
、
る

一
一
が

〉一フ
J
A
i
 £、

幽
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3事~豊富講義男女の参加者募集

ト

霊童と王雪.3 f.l19日 〈臼) 9持 -12時

額会場@市立潤縮小学絞〈雨天のとき3月初出

頭内容@血圧測定/遂効支憲性検査/韮重力

/愛蔵とび/ジグザグド 9プノレ

/f;l若草書賓とぴ/念歩など

食品のζ とノ 衣料品のζ とノ 現代は消費

者も乏しい知識を持って生活する持代ですノ



同

君

事

官

官

援

に

存

な

え

図

書

一

一

一

繋

I
ル

マ

暁

雲

員

2
白

宣

諮
当
す
義
用
者
は
、
貸
し
出
し
占
一
世
う
(
客
席
活
六
十
一
掃
)

2

時

け
る
と
き
に
山
申
し
出
て
ほ
J

、
d

マ
己
ど
も
ス
テ
レ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

3

7
ス
テ
レ
オ
コ
ジ
サ
1
ト

n

詰
の
お
覇
い
関
車
で
は
縄
月
四
日
(
土
)
午
後
Z
時

混

と

玉

午

控

3
時

。
L

い
し
に
時
ず
る
資
料
一
子
の
た
め
の
日
本
款
の
旅
」
マ
乙
ど
も
映
箇
金

4
角
川
河
臼
(
日
v

号

収

集

し

て

い

る

@

門

v
益

金

3
月
回
目
(
臼
)
午
後
2
午
前
凶
時
と
午
後
q
A悼の
2
田
上
映

市
内
の
咽
入
、
会
社
や
一
部
体
な
ど
で
時
「
イ
ギ
ヨ
ス
白
淫
ヨ
ー
ロ
マ
ス
テ
レ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

4
泉

町
別
納
出
版
さ
れ
た
説
明
帯
、
雑
誌
、
パ
ン
ツ
パ
の
旅
」
(
土
)
午
後
3時

凶
寄
品
闘
で
は
ブ
レ
ァ
ト
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
関
マ
ζ
ど
も
の
つ
ど
い

3
Aお
呂
(
土
体
館
尽

税
制
年
度
に
替
詰
即
応
寄
贈
し
て
く
だ
き
い
。
)
午
捜
2
時
影
絵
「
シ
ナ
四
五
人
~
マ
毎
週
耳
瞳
臼

昭
和
幻
年
3
月
と
れ
ら
費
軒
は
、
広
く
市
民
の
み
な
き
ょ
う
だ
い
」
「
ζ
ろ
り
ん
ケ
!
キ
マ
市
制
記
恋
百
・

4
舟
1
日
(
土
)

き

ん

に

別

併

用

し

て

も

ら

う

も

由

。

・

目

!

イ

」

マ

月

末

休

館

B
・
3
月
計
百
(
金
)

-
七

O
二
九
)
日
月
明
日
日
夜
で
/
小
中
学
空
自
部
・

マ
停
背
講
礎
・

3
月
沼
田
(
さ
見
毎
週
火
・
木
曜
時
時
1η
時
/
青
少

時
初
奇

t
m時
ぬ
分
「
講
演
と
実
年
一
般
の
部
・
毎
週
火
・
木
盟
諸
時

技
』
講
師
日
本
体
宵
大
畳
敷
授
油
田
土
日
時

敬
子
鳥
羽
青
hz年
の
み
な
亨
ん
マ
柔
道
初
心
者
数
峯
・

4
月
7
日
i

マ
将
棋
に
毅
じ
む
金
・

3
R
m曲
目

6
月
初
白
ま
で
/
小
中
塾
生
田
部
・

(
臼
)
刊
日
時
1
汀
時
計
青
少
年
、
一
毎
通
京
・
金
同
時
土
汀
時
/
青
少
年

県

立

平

塚

脊

少

.

白

-

‘

b

b

-

=

・
一
般
の
部
・
一
世
通

芸
館
で
は

4
Jア
ツ

ザ

ン

宇

治

ナ

館

高

額

輩

害

時

九

時

月
も
次
由
行
事
を

1

4

‘

、

司

M

-

J

竜一

=
g
a
E
ゅ
マ
青
少
年
デ
ッ
す

計

一

回

、

小

・

中

学

み

な

さ

ん

の

参

加

を

待

っ

て

ま

す

ジ

懇

苧

4
丹
治

生
は
も
ち

A
L、

一

般

青

少

年

か

ら

主

婦

由

み

な

さ

ん

般

道

火

曜

日

時

時

泊

分

1一
却
時
間
剖
分
『

ま
で
、
広
4
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ヤ
青
少
年
救
援
講
隠
・

4
月
泌
白
石
ζ
う
デ
ッ
サ
ジ
の
基
礎
か
ら
制
障

る

。

(

火

〉

問

時

卸

売

i一
却
時
鈎
完
『
美
ま
で
』

H
青
少
年
マ
青
少
年
一
文
信
薮

次
白
催
し
も
白
児
書
加
を
梧
議
す
し
く
生
き
た
女
性
た
ち
』
講
編
小
説
塗
-
4
月
反
日
5
6舟
初
日
毎
週
金

る

人

は

、

襲

、

県

立

平

塚

青

少

年

繁

露

言

行

青

少

年

曜

語

器

3一
初
時
男
『
乏
議

会
館
へ
申
し
手
ん
で
伊
νい
(
億
沼
マ
制
選
句
心
者
教
室
・

4
月
6
a
i
宰
炭
喜
志
"
“
青
少
年

@辛苦骨年金を受けるために必婆な保畿純

納付〈または盟除コ綱濁親

加入者心生年月臼 納付期間

E尉自39.4 ‘ 2~大尽 5 ・ 4 ・ 1 (10年〉

大正 5.4.2~ q. 6.4.1 (11年〉

9 6.4.2---ク 7.4.1 仁12年〉

タ 7.4 ・ 2~ ク 8 ・ 4 ・ 1 仁 13年〉
!-" 8. 4. 2"'_ -9 9. 4. 1 04年〉
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審の議議奇工大綴影会

舎と き・ 4月号日(訂) lOD.¥'-15H¥' 

(雨天4月訪日)

舎ところ①湖南平{駅からパス20分、
当日臨時パス増発)ミニえサ
クラ多数参加

②移動撮影会(湖南i穀求、大

磯海岸へ貸し切りパぷで)
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し;総集合平塚駅南u
午前9a寺お分

{雨天の場合、農薬会館lこ午前政特集合)
鍵喜豊富事郷土史研究家高溺L真吾氏

趨携行品弁当、本筒、ピニールふろしき

欝コ目見人魚の像一村井公認-iiIiw浮牛の
碑一月潟庵花水庵跡-~鱗続一教善寺
一中原通(泉純街道)一八雲神社

ヲ強電持

、醐
戸籍住民票などの誇王立には駐従軍建が

剰閣できます

間約地区(符総公民館) 58-0572 

誠島地区{主黄島公民館) 55-1525 

金田地区〈金国公民館) 31-2136 

豊田地区{豊田農協) 31-1526 

旭地区{溜農協)31-2211 

金 自 治医{金沼公民館) 58-0101 

土沢地区{ニヒ沢農協) 58-0560 

2申沼地区{栂郎農協)55-∞09 
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